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実績情報
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昭和60年度 根拠法令

地域との協働

２１年度成果指標

小・中学生

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業意図
身近に起きている事柄に関心を向け、自分の意見や考えをまとめ、発表する機会を提供す
る。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

担当部
少年の主張大会

　青少年育成地区委員会と区教育委員会が共催し、明日の社会を担う少年の健全育成を図る
ため、小・中学生が自分の考えを主張としてまとめ、発表する機会を提供するために昭和６
０年度から「少年の主張大会」を実施している。
　開催方法は、小学生の部は地区予選会を１８会場で行い、各予選会場から１人（４０人以
上は２人）が本大会に出場する。中学生の部は地区予選会を２会場で行い、各予選会場から
３人が本大会に出場する。
　本大会は、小学生の部と中学生の部として実施し、それぞれ最優秀賞、優秀賞、入選の審
査を行い、記念品を添えて表彰している。審査は、青少年育成地区委員会代表４人、小・中
校長会代表２人、ＰＴＡ連合会代表２人、区教育委員会職員２人で行っている。
　また、本大会出場者の中から希望者を翌年に開催される「中学生の主張東京都大会」に推
薦しており、そこでは毎年優秀な成績を収めている。

施策

名称

意図 青少年のための活動機会が整い、活発に活動している。

青少年育成

開始年度

対象者

性質区分 講座・育成 実施形態

教育委員会事務局

担当課 地域教育課

―

事務事業名
重点評価

区分
重点

600 600

実績 541
参加者数 ― 人

目標

592 544

２２年度

―
― ― ―

目標

― ―

―

２１年度

参加学校数（小学校） ― 校
目標 49 49

49 48

実績 17

― ―

実績

２３年度

２　活動指標の達成状況

指標の根拠 単位 区分

24

活動指標

参加学校数（中学校） ― 校
24

18 17

49

実績 49

目標 24

― ― ―
目標

―

― ― ―
目標 ―

― ―

―

―

実績 ―

―

平成24年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業意図

―

実績 ― ― ―
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0
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0.00

0

0.00

0 0

千円

0

3,384千円

0.30

金利 千円

千円

2,601 2,607

0

報償費

印刷製本費

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

346

千円

使用料及び賃借料

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

直接事業費（ｂ） 千円

千円

277

千円

6

千円

食糧費 千円 13

調整額（ｅ）

再雇用職員

筆耕翻訳料

人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

0

65

4

12

1,620

間接費（ｄ） 千円 0

0.00

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

6

270

714

0

2,400

2,400

0

２２年度

0

255

項目 単位

841

0

２１年度

千円

退職給与引当

減価償却費

11

0 0

消耗品費

2,461 2,427

277

807

通信運搬費 千円

64 58

6

99

12

千円

58

２３年度

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

4,792 6,255

単位の定義 延べ参加者数
実績数値（g） 人 592 544 541
単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 4,157 4,461 5,756
単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 4,394
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過年度の実績状況の評価と今後の方向性

実績状況の評価

　２１年度は参加者数が５９２人と目標値の６００人に近い数値であったが、その後は参加
者数が減少している。この間の対象児童・生徒数の大きな減少はなかったため、同一の目標
値を設定し続けてきたことは妥当であったと思われるが、実績が伴っていなかった。当面は
対象児童・生徒数の減少が見込まれるため、実態を踏まえた目標値の再設定を行う。
　事業の運営については、区と青少年育成地区委員会との共催事業として、連携を密にしな
がら実施することができた。特に各地区の予選会では、区と青少年育成地区委員会と参加学
校との連絡調整を図りながら進めたことにより、当日はトラブルも無くスムーズな運営がで
きた。また、本大会においても同様に進めることができた。

今後の方向性

改善

　募集要項に枚数規定を明記し、各小・中学校に周知しているが、地域教育課で
形式審査（枚数の確認等）を行った結果、毎年何件か書類審査で落選し、発表ま
で至らないケースがある。
　今後は、ひとりでも多くの児童・生徒が発表の機会を得られるよう各小・中学
校に周知の徹底を図っていく。

平成24年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 少年の主張大会
担当部 教育委員会事務局

担当課 地域教育課

目標

目標

目標

目標

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

活動目標 視点 活動指標 単位 区分 ２４年度 ２５年度 ２６年度

目標

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

成果指標 指標の根拠・計算式など 単位 区分 ２４年度 ２５年度 ２６年度

継続

行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末

に記載し、区民に公表します。
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○参加者数（小・中学生の合計数）

（単位：人）

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

参加者数 688 580 592 544 541

※　下記の（内訳）太枠内の合計

（内訳）小学生の部

（単位：人）

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

参加者数 646 549 539 498 501

児童数（小５・６年生） 6,955 7,082 6,973 6,853 6,922

（内訳）中学生の部

（単位：人）

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

参加者数 42 31 53 46 40

生徒数 8,870 8,709 8,886 8,856 9,108

○対象者

・小学生の部　　　５・６年生

・中学生の部　　　１～３年生

成果指標「参加者数」の内訳
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